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沖縄県下初の営業拠点を開設 

東京都内の新設 2 支社とあわせ、全 83 支社体制に 
 

プルデンシャル生命保険株式会社（本社 東京都千代田区永田町、代表取締役社長兼最高執行

責任者 三森 裕）は 3 日、沖縄県および東京都内に新たに３支社を開設し、同日から営業を開始

したと発表しました。弊社の営業拠点が沖縄県下に開設されるのは今回が初めてとなります。 
 
今回の沖縄支社開設は、主要地方都市への進出を柱とする弊社の営業戦略の一環として決定さ

れました。沖縄県が選ばれた理由としては、①潜在顧客から多くの需要が見込めること（人口増

加率が全国 1 位注 1）、②新支社開設の重要な決め手となる管理職の人材確保が整ったこと――な

どが挙げられます。 
 
執行役員常務（営業統括本部長）の谷川武士は、「沖縄の支社開設は長年の重要な懸案事項の

ひとつでしたが、市場の潜在性に加えて弊社の生命線とも言えるライフプランナーと呼ばれる専

門営業社員のリクルート可能人口をクリアしているかどうかが重要な決め手となりました。今後

はそうした優秀なライフプランナーの採用・育成に傾注しながら、沖縄県における営業体制を盤

石なものにしたいと考えています。当面の陣容としては数名からスタートし、1 年以内に 10 数

名程度に増やしたい」と抱負を語っています。 
 
同時に、東京都内の神田に首都圏第六支社を、池袋に首都圏第七支社を増設した結果、全国を

全 83 支社で網羅する体制が整いました。今回の支社開設により、都市圏と地方圏における支社

分布状況は、6 大都市圏（注 2）に 39 支社（構成比 47％）、主要地方都市に 44 支社（同 53％）と

なります。ちなみに、過去 5 年間の保有契約高の伸長率は平均で各々11.1％、13.4%となってお

り、主要地方都市が 6 大都市圏を上回っています。 
 

注 1：総務省統計局「人口推計年報（平成 16 年 10 月 1 日現在）」より 

注 2：6 大都市圏とは東京、大阪、名古屋、札幌、仙台、福岡の属する都道府県を指す 

  


